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問題　を中心とする円の外に点をとり，から円に

　　引いた接線と円の接点を，とする。さらに，

　　の延長上にある点から円に引いた接線と円の接点

　　を，とする。このとき，点，，は一直線上に

　　あることを証明せよ。
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証明　線分との交点を，円の半径をとする。

　　よりであるから
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　　　　　　：：　ゆえに　 

　　線分との交点をとすると，同様にして

　　　　　　  　ゆえに　

　　直線との交点をとすると，

　　よりであるから

　　　　　　：：

　　したがって　
 




　　とは一致する，すなわち，点，，は一直線上にある。　証明終


